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交通事故相談日

8月26日(火〉

市役所市民相談室

10時，....， 15時
なるべく事故に関係の
書類をご持参下さい

市政だより
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午後のひとときを木陰で紙芝居をみて楽しむ子供たち

児童の読響力3ら殺の鰯Jむを深める

読書の推進に

夏休みを、子供たちにとって楽しいものにしよう

海に山に出かけ健康の管理につとめると共に、学

習計画をたて有意義に過してもらいたいと思います

図書館は、児童を図書館に親しませ、読書の増進

をはかるため、児童室前庭の芝生に緑陰コーナーを

開設しました。

毎週水曜日午後3時から松尾館長の紙芝居、童話

読書クイズなど楽しい子供の集いが聞かれています

多くの子供たちに利用してもらい、本lζ触れさせ

る機会を与え、読書の指導をしています。

毎月15日巡回文庫、 25日読書会、第1、第3土曜

日紙芝居の会、第2日曜日子供読書サー クルなど定

例の行事を行っています。

館は、資料の収集と整備を重点に奉仕活動では、

児童lζ対する読書活動を推進し、児童の読書から親

の関心を深めていくよう努めています。
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長立石直衛印刷所/九州凸版株式会社

O 

ノ

〆問、

乙

乙

を

と

じ

て

く

だ

さ

し、

、ーノ

O 



りおおむ昭和50年 8月15日
日11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

(2) 市政だより

大村都市計画一l

L下水道計画案

縦覧は 8月30固まで

大
村
都
市
計
画
下
水
道
の
案
を

次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
の

で
、
ご
覧
下
さ
い
。

縦
覧
に
供
す
る
計
画

案
の
名
称

O
黒
丸
都
市
下
水

路
O
今
津
都
市
下
水

路
O
竹
松
駅
前
都
市

下
水
路

縦
覧
期
間

下
水
道
管
布
設
工
事
(
松
山
郷
に
て
)

八
月
三
十
日
ま
で

(
但
し
、
平
常
勤
務
時
間
内〉

た
も
の
で
あ
り
、
乙
の
案
に
つ

全
国
下
水
道
促
進
デ
!

縦
覧
場
所

市
土
木
課
下
水
道
建
設
室

第15回

意
見
書
の
提
出

こ
の
縦
覧
は
、
各
都
市
下
水

路
の
計
画
案
に
つ
い
て
、
関
係

地
区
説
明
会
で
の
意
見
な
ど
を

参
考
に
、
縦
覧
の
案
を
作
成
し

「
下
水
道
促
進
デ

i
」
は
、
家

ωJe-f
〉
-
1
t
f
tf
-
c
-
e
J
J
3
1
t
f
a
4
f
-
f
J
'三、
B
1
1
f
t
zf
J二二九
三

f

庭
の
下
水
、
工
場
の
排
水
、
雨
水

~

|

水

道

だ

よ

り

|

川

な

ど

を

排

除

し

、

ま

た

科

学

的

に

ν

~

処

理

し

て

、

水
質
公
害
の
な
い
快

ん

限

り

あ

る

水

を

大

切

に

い

適
な
都
市
・
生
活
環
境
を
約
束
す

~
る
下
水
道
に
つ
い
て
、
国
、
県
、

一

節

水

に

ご

協

力

下

さ

い

…

市
、
地
域
の
人
た
ち
が
一
体
と
な

九

叩

っ

て

考

え

、

そ

の

画

期

的

な

整
備

V

う
な
ぎ
上
り
に
温
度
が
あ
が
る
ム
畑
、
植
木
な
ど
に
水
道
水

は

~パ
・
促
進
を
図
ろ
う
と
す
る
「
市
民

ん
と
水
道
水
の
使
用
量
も
驚
く

ほ

ど

謹

水

し

ま

せ

ん

叫

運

動

の

白

」

で

す

。

ハ
増
大
し
て
き
ま
し
た
。

ム
池
の
水
に
は
水
道
水
を
少
く
許
乙
の
「
全
国
下
水
道
促
進
デ
l
」

皆
さ
ん
の
節
水
で
夏
場
を
乗
り

川

~
切
り

た

い

も

の

で

す

。

使

用

す

る

よ

う

工

夫

し

ま

す

一

は

、

毎
年
九
月
十
日
、
建
設
省
-

V

ム
道
路
の
散
水
に
は
水
道
水
は
使
ム
洗
た
く
は
流
し
っ

ぱ
な

し

に

~

厚
生
省
が
主
唱
し
、

県
、
市
が
主

配
体
的
に
行
う
全
国
的
な
行
事
で
、

f

用
し
ま
せ
ん

し
ま
せ
ん
o

w

川
今
年
は
十
五
回
目
で
す
o

ft-
f
、J
-・2.
‘、，
re，
er、-・
2
-
，r，
J
-、J一
'dご也、
f
--JE、df
a，retJ
、，
・1
・

。
限

iり

あ

/明

た

め

水

日

の

の

思P

約

る

い
て
意
見
を
お
持
ち
の
人
は
、

縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
市

長
に
意
見
書
を
提
出
す
る
乙
と

が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
案

は
、
犬
村
都
市
計
画
審
議
会
で

審
議
さ
れ
ま
す
。

意
見
書
の
提
出
先

市
土
木
課
下
水
道
建
設
室

也

①

l
四
一
一
一

内
線
二
二
、
二
一
二

懸

募

集

賞
こ
う
し
た
「
全
国
下
水
道
促
進

デ
l
」
の
趣
旨
に
そ
っ
て
、
日
本

下
水
道
協
会
、
日
本
水
道
新
聞
社

共
催
白
建
設
省
、

厚
生
省
後
援
の

図
画
、
標
語
作
文
の
懸
賞
募
集

が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
奮
っ
て
応

募
し
て
下
さ
い
。

-:
趣
旨
と
テ

l
マ
:・

都
市
で
の
生
活
環
境
の
改
善
、

河
川
・
湖
沼
・
海
域
な
ど
の
公
共

用
水
域
の
水
質
汚
濁
防
止
の
た
め

に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
下
水
道

の
普
及
は
、
他
の
公
共
施
設
に
比

較
し
て
著
し
く
立
ち
遅
れ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

ち
ょ
う
ど
、

環
境
保
全
と
い
う

も
の
が
国
民
意
識
を
呼
び
お
乙
し

下
水
道
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を

深
め
、
下
水
道
の
普
及
と
そ
の
十

分
な
活
用
を
促
進
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

一
日
も
早
い
下
水
道
建
設
の
促

進
と
自
然
の
あ
る
都
市
環
境
を
つ

く
り
だ
す
た
め
に
、
国
民
一
人
一

人
の
自
覚
と
認
識
が
必
要
で
し
ょ

v

つ。
〈
懸
賞
募
集
実
施
要
領
〉

て
作
文
の
部

字応題
中小 募二p
学学数資 L 材
生生 格這

小霊
堂芝
モ関
市す
ZLる
正も
ームー の

L-

千

1
千
六
百
字

千
六
百

l
二
千
字

賞
小
学
生
:
・
特
選
一
点

日
本
下
水
道
協
会
会
長
賞

中
常
生
・
:
特
選
一
点

日
本
下
水
道
協
会
会
長
賞

入
選
各
三

点

副

賞

二
、
標
語
の
部

題

材「下
水
道
促
進
に
関
す
る
も
の
」

応
募
資
格

制
限
あ
り
ま
せ
ん

賞
特
選

一
点

厚
生
大
臣
賞
と
副
賞

準
特
選
一
点

日
本
水
道
新
聞
社
賞
と
副
賞

入
選
三
点

副
賞

、
司
一画
(
ま
た
は
ポ
ス
タ
ー
)

の
部

題

材
「
下
水
道
促
進
に
関
す
る
も
の
」

※
「
九
月
十
日
全
国
下
水
道
促

進
デ
l
」
を
入
れ
る
乙
と
。

応
募
資
格

小
学
生
、
中
学
生

賞
小
学
生
・
:
特
選
一
点

建
設
大
臣
賞
と
副
賞

中
学
生
:
特
選
一

点

建
設
大
臣
賞
と
副
賞

入
選
各
三
点
、
副
賞

四
、
締
切
り
十
月
二
十
日

(
当
日
消
印
有
効
)

玉
、
送
り
先

①
東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
四

|

八
l
九

日
本
水
道
新
聞
社
出
版
企
画
部

下
水
道
促
進
デ

l
時

貰
募
集

係
④
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
二
l

四
l

一一一
日
本
下
水
道
協
会
広
報
課

六
、
発
表

十
一
月
中
旬
の
予
定
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駄 t

ず

み

ん

な

せ

国
民
年
金
法
一
部
改
正

拠
出
制
幻
・

8
%引
上
げ

8
月

か

ら

実

施

乙
の
た
び
国
民
年
金
法
案
が
国

会
を
通
過
し
、
九
月
か
ら
年
金
額

の
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
実
施
に
よ
る

年
金
給
付
が
次
の
よ
う
に
改
善
さ

れ
ま
た
福
祉
年
金
で
は
本
人
及

び
扶
養
義
務
者
の
所
得
制
限
な
ど

更
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

拠

出

年

金

正

改

占

の

(拠
出
年
金
と
は
保
険
料
を
納
め
た
人
が
も
ら
え
る
年
金
で
す
)

市政だより

一時

一
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一

日
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一
山
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一盟

問

一

川

一
山
一

額

一
行
一
吋
一山
一
山
一
山
一
山
一山
口
一
山
一

M
M

一
山
一

金

子

一閥
一山
一
山
一
山
一
山
一山
一
山
一
唯
一週

川

一

山

一

一一昨~一年一一一昨一昨
一誠一
一一

(3) 

て5

守
福祉年金も改正

ろ

つ

7l< 

資

源

年金額の引上げ
i ‘，、，...，.......~~~、.、出，、タ‘・.....，~ヘ，、.、.、""' ~' '' ，、，、・、・、'"例、 ，、，、J、，t' ，

年
金
の
種
類

り

拠
出
年
金
の

改
正
と
と
も
に

福
祉
年
金
も
十

月
か
ら
年
金
額

が
引
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

そ
の
改
正
内

容
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。

[九ldilhl月[現

(福祉年金〉

I 0月か

額金年

末
納
の
た
め
時
効
に
な
っ
た

保

険

料

も

納

め

ら

れ

ま

す

五
十
年
十
二
月
ま
で
一
カ
月
九

百
円
の
保
険
料
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
年
金
を
受
け
る
た

め
必
要
な
期
間
を
満
た
し
て
い
な

い
人
は
、
こ
の
機
会
に
保
険
料
を

附

加

年

よ

り

多

く

毎
月
定
額
(
現
行
千
百
円
)
保

険
料
の
ほ
か
に
月
四
百
円
ず
つ
多

く
掛
け
て
ゆ
く
年
金
(
通
算
老
齢

年
金

・
死
亡

一
時
金
を
含
む
)
を

受
け
る
た
め
希
望
し
て
加
入
で
き

納
め
て
も
れ
な
く
年
金
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

(
任
意
加
入
者
は
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
)

金

で
の

年

金

を

る
制
度
で
す
。

ま
た
途
中
で
や
め
た
い
時
は
や

め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
多
数
加
入
し
て
下
さ

福

祉

年

金

の

支

給

制

限

福
祉
年
金
の
支
給
は
す
べ
て
国

V
戦
争
公
務
が
起
因
で
恩
給
及
び

の
負
担
で
支
払
わ
れ
る
も
の
で
す
公
務
扶
助
料
を
受
け
て
い
る
人

か
ら
、
ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
制
限
が
そ
の
戦
没
者
の
階
級
が
大
尉
以

あ
り
ま
す
が
、
乙
の
た
び
の
改
正
下
の
人

で
次
の
よ
う
に
制
限
が
緩
和
さ
れ
V
本
人
及
び
配
偶
者
ま
た
は
扶
養

ま

し

た

。

義

務

者

の

年

間

所

得

が

次

の

国

V
普
通
思
給

・
年
金

・
扶

助

料

が

民

年

金

で
定
め
ら
れ
た
基
準
を

年
額
二
十
四
万
円
以
下
の
人
超
え
な
い
場
合
。

一
区

分

一

扶

養

の

数

一
制
限
限
度
額
一
実
施
時
期
一

額

一
本
人
の
所
得

フ

/

一

六

O
Q
0
0
0円
一

一

I

i

i

一

一

/
/

J

一

一

一

-一一

一
O

人

一六、

O
四
九
、
三

O
O円
一

一

陪
一

配

偶

者

一

l
i
li
--
ト
l
i
l
111
1

1
1
1
I
l

-

-

限
一

i
e
-
t
一
一

人

一六
、
三

O
六
、
八

O
O円
一
心

-
O
一

lj

-
4
0

ふ
れ

ト
h

一l
li
l
i-
-ト
i
l
-
-
I
l
li
-
-
I
l
l1
1
1
1
1一
口
U

1

A

一

市

一

一
二

人

天
、
五
一
ヱ
ハ
、
八

O
O円一

一

千

一
扶

養

義

一

一

一

一

所
一

務

者

一

三

人

一六
、
七
四
六
、
八

O
O円
一

一

一

一
四
人
一
六
、
九
六
六
、
八

O
O円一

一

以
後
扶
養
親
族

一
人
増
す
ご
と

※
詳
し
い
乙
と
は
市
保
険
年
金
課

に
二
百
二
十
万
円
を
加
え
る
額

に
お
尋
ね
下
さ
い
。
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(4) 

老
人
の
慰
謝
と
福
祉
の
向
上

ね
た
き
り
老
人

市政だより

市
は
、

敬
老
週
間
行
事
と
し
て

ね
た
き
り
老
人
の
慰
謝
と
福
祉
の

向
上
に
寄
与
す
る
た
め
見
舞
金
一

万
八
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

乙
の
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
人

は
九
月
十
五
日
現
在
六
十
五
歳
以

上
で
、
本
市
に
引
続
き
一
年
以
上

居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
並
び
に

外
国
人
登
録
法
に
よ
る
登
録
を
さ

れ
、
六
カ
月
以
上
ね
た
き
り
の
人

で
す
。

見
舞
金
の
申
請
を

該
当
さ
れ
る
人
は
医
師
の
診
断

書
を
添
え
、
支
給
申
請
書
を
八
月

三
十
一
日
ま
で
に
福
祉
事
務
所
に

提
出
し
て
下
さ
い
。

支
給
申
請
書
、
診
断
書
用
紙
は

民
生
委
員
宅
、
福
祉
事
務
所
に
あ

り
ま
す
。

な
お
、
昨
年
ま
で
支
給
さ
れ
て

い
る
人
は
提
出
の
必
要
あ
り
ま
せ

ん。

加工食品
，....，'、，・・..J"'.....、';".‘.......ρ..，，...........，，......、J・'.日・』・H・."..，....，....，.

~アイスクリーム編~

〈
表
示
事
項
〉

付
種
類
別
の
名
称

向
成
分
の
重
量
百
分
率

同
添
加
物
の
使
用
名

同
製
造
所
在
地
、

氏
名

〈
表
示
〉

アイスクリーム

乳固形分15%以上

うち乳脂肪分8%以上

アイスミルク

乳固形分10%以上

うち指肪分3%以上

ライトアイス

乳固形分 3%以上

とは

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
名
称
は
、

乳
脂
肪
分
の
多
い
高
級
品
に
だ
け

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
の
よ
う
に
、
種
類
別
に
分
類

し
規
格
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す。
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老

人

作

品

展

開
催
期
日
九
月
十
三

t
十
七
日

展
示
会
場

福
祉
セ
ン

タ
ー

募
集
作
品
老
人
(
六
十
歳
以
上
)

の
多
年
に
わ
た
る
趣
味
、
経
験

を
生
か
し
た
創
作
品

(手
芸
品

工
芸
品
、
書
、

画
〉
一
人
一
点

に
限
る。

j 水

節

の
イ乍

募

集

ロ
ロロ

出
品
申
込
と
搬
入

市
福
祉
事
務

所
、
ま
た
は
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
へ
八
月
二
十
五
日
ま
で
に

申
込
み
、
九
月
十
一

日
と
十
二

日
の
午
前
中
に
撮
入
。

百
二
十
点
で
締
切
。

応
募
者
に
は
参
加
賞
を
贈
呈
。

を

暮

し

生

か

ふに:弘 4 

/す

国

づ

く

老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

出

場

者

を

募

集

九
月
二
十
六
日

(金
)

午
前
十
時

佐
世
保
市
総
合
グ
ラ
ン
ド

陸
上
競
技
場

個
人
競
技
種

目

五

om競
走
、

ロ
マ
ン
ス

旅
行
、
マ
ラ
ソ
ン

一
五
O
O
れ
、
タ
イ
ヤ
乙
ろ
が

し
、
暗
算
競
走

団
体
競
技
種
目

ボ
1
ル
送
り
競

日
時

自
房
昇
川1

削ル
一
-plH

走
、
輪
投
げ
リ
レ
l
、
玉
入
れ

競
走
、
対
抗
リ
レ

l

特
別
種
目

仮

装
行
列

申
込
期
日
八
月
二
十
三
日
ま
で

応
募
資
格

六
十
歳
以
上
の
市
内

居
住
者

申
込

市
福
祉
事
務
所
、
ま
た
は

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ

…
@
寝
屋

国
勢
調
査
の
経
緯

八
月
一

日
号
に
掲
載
し
た
…

「国
勢
調
査
の
父
」
と
い
わ

…

れ
る
杉
亨
二
は
、
の
ち
に
幕

…

府
が
九
段
下
に
つ
く
っ
た
南

…

蛮
渡
来
の
学
聞
を
勉
強
す
る

…

蕃
書
調
所
ハ
の
ち
に
開
成
所

…

と
改
め
〉
の
教
授
に
な
っ
た
…

の
で
す
。

乙
の
開
成
所
で
杉
亨
二
は
…

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
セ
ン
サ
ス
の
…

手
法
を
知
っ
た
の
で
す
。

明
治
維
新
で
幕
府
が
崩
壊

…

し
た
後
、
明
治
六
年
に
杉
亨

…

二
は
、
大
政
官
大
主
記
の
官
…

職
に

つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
日

た。
乙
乙
で
明
治
政
府
の
統
計

…

の
な
い
暗
中
模
索
の
政
治
に

…

次
々
と
近
代
的
な
統
計
を
整

…

備
し
て
、
光
を
と
も
し
て
い
…

か
れ
た
の
で
す
。

次
い
で
明
治
十
二
年
に
有
…

名
な「
甲
斐
国
現
在
人
別
調
」
…

と
い
う
人
口
調
査
が
杉
亨
二
…

の
企
画
で
明
治
政
府
に
よ
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

つ
づ
く
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らお お む

市民交通障害保険

も保障をあなた

交
通
事
故
の
保
障
は
市
民
の
総

力
で
と
い
う
事
で
、
乙
の
市
民
交

通
傷
害
保
険
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た

月 場所 |時間

今村公民館 9:30""10:30

9/1 農協西部支所 11:00""12:00

月

9/2 久原団地集会所 9:00""11:30 

火 アーケー ド西沢前 13:30""16:30 

池田公民館 9:00""10:00 t; 

諏訪 ノノ 10:10""11:10 
9/3 

池田住宅 山ぺ2:0，ゲ

7Jく
古町住宅遊園地 13:00-14:00 

水田 2区 " 14:30""15:30 

杭出津住宅公民館 15:40-16:30 

9:30""10:30 

9/4 松原駅前 11:00""12:00 

木 福重農協前 13:30""14:30 

農協第一支所(荒瀬) 15:00""16:00 

旭町アパート内 9:00""10:00 
9/5 

木場郵便局前 10:30""11:30 
金

三 城遊園 地 13:30-16:00 I 

9/6 植松公民館 9:00.......10:00 

土 竹松アパート角 10:15""11:30 

竹 松 駅 前 9:00-10:30 
9/8 

松並丸高ストア横 11:00""12:00 

月 iアーケード徳田屋前 113:30""16:00

移動加入受付

が
、
ま
だ
多
く
の
人
が
加
入
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

そ
乙
で
、
ひ
と
り
で
も
多
く
加

入
し
て
も
ら
う
よ
う
移
動
加
入
受

付
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
も
よ
り

の
場
所
で
加
入
手
続
き
を
お
済
ま

せ
下
さ
い
。

。
掛
け
金
一
人
月
割
三
十
円
(

九
月
か
ら
加
入
の
場
合
二
百
十

円
)

。
保
険
金

企
死
亡
八
十
万
円
企

後
遺
障
五
十
万
円
A

け
が
の
場

合
は
治
療
期
聞
に
応
じ
て
十
二

万
円
か
ら
五
千
円

。
実
施
期
間
九
月

一
日
か
ら
八

日
ま
で
、
実
施
期
間
外
は
、
市

社
会
課
・
各
出
彊
所
で
受
付
け

て
い
ま
す
。

。
実
施
日
程

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

下
表
の
と
お
り

変
更
は
必
ず
登
録
手
続
を

機麟鰻融機離鰐;長:
マ較機関欝欝謬寵擦に
私塾轟警言論総議議議幾盤整塗警察議長 会二

議臨鑓謀議経室長
ブ饗轡?iF鑑謡鶏欝鱗護翠鱗菱;

… 
:ド¥一ぺ竺?竺て:だ:顎噂F烹鯛艶脳戸ぷミi迫郵以凶:掛

んザザ、イ歳ダメラ
十ンン、・リプ八 一
九 ・ ハマ リカ 田月 H 
歳コ!リンの崎六 斗L

| ト l ラ交 英日 .-Lp、
プリ さ ・ イ換秋大 η、
Jレン ん キト 学 会村 ご
l ・十 ヤ Jレ生 長ラ 凪L
スデ九サン四のイ ¥1)広三
安ィ 歳 り さ 人 案 オ T口
河 ガ 、ン ん ( 内ン
内 ンス・十デでズ 廿甘

ささ l レ七リアク 交官

る日りこ さあ ん換 置
も本.十交れい 二 単 手 」
のの 家 三 換 まさ十工 7よ
で風族日 学 しつーエ μ
す俗のま生たの歳囚包

、ー では 。た)人 14込

富里貧}¥ 号室ぞ験;
なしの月 役古 米
どで家三 所 が 大
体 過 庭 日 を来
験 しに か 訪大
す、入ら 聞の

市政だより(5) 

O
自
動
車
は
持
た
な
い
の
に
自
動

車
税
が
か
か
っ
た

O
一
台
し
か
な
い
の
に
自
動
車
税

は
ニ
台
か
か

っ
た

乙
ん
な
経
験
を
お
持
ち
の
人
は

い
ま
せ
ん
か
。

自
動
車
を
売
っ
た
り
、
ス
ク
ラ

ッ
プ
に
し
て
も
、
陸
運
事
務
所
の

登
録
手
続
を
済
ま
せ
な
い
と
、
い

つ
ま
で
も
税
金
が
か
か
る
乙
と
に

な
り
ま
す
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
に
す
る
時
は
、
車

検
証
と
標
板
を
保
管
し
て
、
ま
っ

消
登
録
手
続
を
し
て
下
さ
い
。

個
人
へ
売
る
時
は
、
移
転
登
録

手
続
を
し
て
下
さ
い
。

他
人
に
任
せ
ず
自
分
の
手
で
確

実
に
し
ま
し
ょ
う
。

登
録
に

つ
い
て
の
問
合
せ
は

長
崎
県
陸
運
事
務
所
(
皿
⑮
l
ニ

O
一
一
)
へ

n 

i! 
i! 
i~ 
i! 
i! 
t 
i~ 
i! 
i! 

i! 
t 
i~ 
i! 
i! 
i! 
i~ 
日
i~ 

j 
t 
a 

個
人
事
業
税

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

個
人
事
業
税
(
第

一
期
分
)
の

納
期
は
八
月
十
五
日
か
ら
三
十
一

日
ま
で
で
す
。

期
限
ま
で
に
必
ず
完
納
し
ま
し

ょ・っ。個
人
事
業
税
の
納
税
は
預
金
口

座
振
替
が
便
利
で
す
。

納
期
の
た
び
に
、
わ
ざ
わ
ざ
納 第

1
期
分

納
期

8
月
刊
日

I
幻
日

め
に
行
く
必
要
も
な
く
、
手
続
き

も
簡
単
で
す
。

お
申
込
み
は
次
の
取
扱
金
融
機

関
、
ま
た
は
県
税
事
務
所
へ

取
扱
金
融
機
関

十
八
・
親
和
銀
行
、
九
州
・
長
崎

西
日
本
相
互
銀
行
.
西
九
州
信
用

金
庫
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き

れ

い

な

環

境

を

み
ん
な
で
守
ろ
う
。

不
燃
物
の
持
ち
出
し
は

市政だより

き

め

ら

れ

た

日

に

不
燃
物
収
集
は
毎
月
収
集
日
を

決
め
て
、
そ
の
前
日
に
限
り
各
世

帯
か
ら
集
積
所
ま
で
持
ち
出
し
て

も
ら
う
よ
う
再
々
呼
び
か
け
て
お

り
周
知
の
こ
と
で
す
が
、
ま
だ
、

乙
れ
を
守
ら
ず
に
い
つ
も
不
燃
物

集
積
所
が
ご
み
の
山
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す。
お
互
い
に
注
意
し
合
い
決
め
ら

れ
た
日
以
外
に
持
ち
出
す
こ
と
を

防
止
す
る
乙
と
に
心
が
け
、
き
れ

い
な
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

ち
え
な
い
と

Z

。
不
燃
物
と
は

V

び
ん
類
、
か
ん
類
、
ト
タ
ン

く
ず

V

ガ
ラ
ス
く
ず
、
瀬
戸
物
く
ず

V

テ
レ
ビ
、

洗
四
倍
機
、
冷
蔵
庫

な
ど
の
不
要
品

V

燃
え
が
ら
、
灰

。
出
し
方
に
ご
協
力
を

V

紙
袋
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
一
個
の
重

さ
を
十
同
ぐ
ら
い
に
ま
と
め

て
、
ほ
ど
け
な
い
よ
う
に
荷

造
り
し
て
下
さ
い
。

。
不
燃
物
集
積
所
に
次
の
も
の
は

絶
対
出
さ
な
い
よ
う
に
日

V

事
業
所
(商
居
な
ど
)
の
事
業

活
動
か
ら
出
る
不
燃
物
ご
み

V

残
飯
類
、
木
ぎ
れ
、
紙
く
ず

な
ど
の
燃
え
る
一
般
ご
み
。

の
不
燃
物
収
集
日
は
別
表
の
と
お

り
の
日
と
な
っ
て
い
ま
す

該
当
の
日
に
印
を
つ
け
て
必
ず

乙
の
日
の
前
日
か
、

当
日
の
午
前

八
時
ま
で
に
集
積
所
に
持
ち
出
す

こ
と
。こ

の
日
以
外
は
絶
対
に
出
さ
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

表害U日集収物燃不

12月日集収名

ニ浦地区各町内. 鈴田地区各町内

東i浦.前舟津.外浦小路.下久原.上久原.久原官舎.後木場.向木場.岩舟.
日向平.上小路.須田ノ木.岩舟住宅

町

久原団地片町第1・第2.本小路本町第1・第2.西本町第1・第2東本町

三域第1・第2.水主町.武部.田の平.小佐古柴田 .大佐古.水田1区.
向陽町

赤佐古.旭町団町.草場池の坊駅前アパート .坂口，池田 .池田9区・10区
・11区.池田アパート

上諏訪.下諏訪.東諏訪.中諏訪諏訪7区・8区.諏訪1区.乾馬場.古町住宅
古町5区・6区

荒平水計.徳泉川内.大多武雄カ原横山頭

古町.中央町乾馬場住宅.水田.水田2区.杭出津3区・4区上杭出津.
下杭出津.新城.佐古の川.協和町.松山辻田町

第2木曜日 I 11 I 9 
第4木曜日 I 25 23 

第2金曜日 I 12 I 10 
第4金曜日 I 26 I 24 

第2土曜日 I 13 11 
第4土曜日 I 27 25 

第3月曜日 I 15 I 20 
第4月曜日 | 

松並第1・第2.自衛隊官舎.自衛隊アパート 昭和通.西小路.植松.
小路口第3住宅植松住宅

古賀島 桜馬場第1・第2.富の原1・2丁目.堺町.原口町.原口住宅.今津

大川田町竹松本町.竹松住宅.小路口住宅.小路口町.小路口本町.鬼橋.
竹松町.宮小路.1・2・3丁目.宮小路九電町.黒丸

沖田.寿古.皆同.今富.立福寺.弥勅寺.矢上.草場.橋本.宮本.浦一区・
二区.南松本.北松本.久津.寺本.梶ノ尾.山下.梶ノ尾団地

野田 .重井田.北木場今山.東光寺.野缶北・南.野田.平原.武留路

黒木.北川内.南川内.久良原.中缶ー田下.宮代.原.荒瀬

犬
の
放
し
飼
い
は

絶
対
に
や
め
よ
う

22 

最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
に
よ
り

人
畜
・
農
作
物
に
被
害
が
お
よ
び

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
苦
情

が
出
て
い
ま
す
。

他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
犬
の
放

し
飼
い
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

未
登
録
犬
・
放
し
飼
い
の
犬
は

捕
獲
し
ま
す
の
で
、
た
だ
ち
に
登

録
を
す
ま
せ
正
し
い
犬
の
飼
い
方

を
し
ま
し
ょ
う。

@
犬
の
登
録
は
、
常
時
、
市
役
所

・
各
出
張
所
で
行
っ
て
い
ま
す

。
不
用
犬
の
回
収
日
は
、
毎
週
火

-
金
曜
日
の
午
前
中
と
毎
月
十

四
日
で
す
。

回
収
箱
は
、
市
役
所
と
各
出
張

所
に
あ
り
ま
す。

ご
み
と
し
尿
の
相
談
は

大

村

市

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ

血

②
|
二
八
一
四

②

i
三
五
三
九

森
園
郷
一
四
七
。
番
地
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~
お
し
ら
せ

本

」

注
射
と
検
診

こ
ん
に
ち
は保

健
婦
で
す

育
児
に
つ
い
て
相
談
に
な
り
た

い
人
は
、
気
軽
に
お
で
か
け
下
さ

市政だより

寺
一室
一談一
室
一
談
一
室
談
二
談

山叩
一教
一相
一教
一同
一教
一相
二

相
一
室

世
婦
で
般
一
婦
亙

五

一
般
二
山山一

機

1
一妊
寸
一
一妊
↑乳
一妊
一
一
一一
乳
-
康

国
一撒一

一
一
一
一
一

一
一
明

時
一矧
一

一

一
一
一
一
一
一

市

日
日
訂
訂
訂
五
訂
正
|
↓所

日
一
引
一
引
一
山
一
山
一
山
一
山
一山
一加
一
場

は
四
団
四
四
四
閣
直
盟

国
原
爆
被
爆
者

健
ー康
手
帳
の
更
新

J

犬
村
保
健
所
で
は
、
本
年
度
第

一4
目
白
被
爆
者
検
診
を
六
月
末
に

終
了
L
、
併
せ
て
健
康
手
帳
の
更

新
も
行
い
ま
・し
た
が
、
ま
だ
更
新

ハ
旧
手
帳
更
新
期
限
七
月
三
十
一

(7.) 

日
ま
で
)
し
て
い
な
い
人
が
、

多

数
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
早
自

に
切
替
え
を
行
っ
て
下
さ
い
。

更
新
場
所

大
村
保
健
所
予
防
課

皿

③

|
一
一
一
九
五

妊
婦
教
室

時
間

午
後

一
時
か
ら

場
所

市
役
所
健
康
相
談
室

| 内 容 1

9月3日i知っておきたい母と子のための制度 l 
I第1回)I妊娠中の保健(乳房マッサージの実習)I 

|安産のために(補助動作、妊婦体操の |9月10日 1-"< 実習)"，，--， ~-'-~，，，，--，--"'" --1 

|産後の保健 ! 

(第2回)!i育児(赤ちゃんの入浴のさせ方の実習〉

9月178I家庭の幸せのために(家族計画)

(第3回)I妊娠中の栄養のとりが〈会中食@実習〉!

募

集

-
歴
史
を
読
む
会

会
員
を
募
集

史
料
館
所
蔵
の
文
書
を
通
じ

て
、
往
時
の
庶
民
生
活
を
知
る

た
め
に
歴
史
を
読
む
会
を
聞
き
ま

す。場
所

日
時

申 講
込師

中
地
区
公
民
館

九
月
十
日
か
ら
毎
月
第
二

.
四
の
水
躍
日

午
前
十
時

t
十
二
時

大
村
史
料
館
長

佐
竹
茂

中
地
区
公
民
館
へ

電

話

(
③
|
一
三
七
六
)
で
申
込

み
下
さ
い
。

圃
県
美
術
展
覧
会作

品
募
集

出
品
申
込

九
月
五
日
か
ら
七
日

ま
で
に
申
込
と
同
時
に
扱
入

場
所
長
崎
市
立
山
町
二

長
崎
県
立
美
術
博
物
館
内

第
二
十
回
県
展
事
務
局

時

間

午

前
十
時

l
午
後
六
時

出
品
規
定
そ
の
他
詳
し
く
は
実

施
要
項
が
あ
り
ま
す
の
で
市
社
会

教
育
課
へ
ど
連
絡
下
さ
い
。

圃

2
級
技
能
士
通
信

講
座
受
講
者
を
募
集

募
集
科

y

機
械
科
、
建
築
科
、
時

計
修
理
科
、
広
告
美
術
科
な
ど

二
十
九
種

受
講
資
格
実
務
経
験
が
あ
れ
ば

だ
れ
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

訓
練
期
間
一
カ
年
(
申
込
み
は

い
つ
で
も
受
付
け
ま
す
)

受
講
料

四
千
円

※
修
了
者
に
は
受
講
し
た
訓
練
科

に
対
応
す
る
技
能
検
定
職
種
の

二
級
技
能
検
定
学
科
試
験
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
諌
早
市
小
船
越
町
一

一
一
三

長
崎
総
合
高
等
職
業
訓

練

校

皿

②
l
二
三
二
三
へ

講

習

ぷ』
ヨヨr

圃
危
険
物
取
扱
者講

習
会

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
そ
の
他

危
険
物
施
設
で
危
険
物
の
取
扱
作

業
に
従
事
し
て
お
ら
れ
る
人
を
対

象
に、

保
安
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
人
は
受
講

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

九
月
三
日
(
水
)

午
前
十
時

t
午
後
四
時

諌
早
市
東
小
路
町

諌
早
市
民
セ
ン
タ
ー

受
付
期
間

八
月
十
八
日

t
二
十

三
日

場
所

※
願
書
は
大
村
消
防
署
に
あ
り
ま

す
。
詳
し
い
こ
と
は
同
署
予
防

係
へ

E
③

i
四

二
ニ
八

催

し

も

の

田
子
供
芸
術
劇
場

「
ふ
た
り
の
ロ
ッ
テ
」
を

お
見
逃
し
な
く

さ
き
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し

た
劇
団
、
四
季
、
の
ミ
ふ
た
り
の

ロ
ッ
テ
、
は
、
い
よ
い
よ
八
月
二

十
日
午
後
二
時
か
ら
、
市
民
会
館

で
開
演
さ
れ
ま
す
。

小
学
五
・
六
年
生
及
び
そ
の
ご

父
兄
や
子
供
会
の
指
導
者
、

担
当

の
先
生
方
で
入
場
券
を
お
持
ち
で

な
い
人
は
市
社
会
教
育
課
へ
ど
連

絡
下
さ
い
。

-
人
形
劇

ク
チ
ェ
ロ
ひ
き

。コ
i
シュ
ク

八
月
三
十
一
日
(
日
)

午
後
二
時
開
演

場
所
市
民
会
館

出
演
人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ

入
場
料
大
人
、
子
供
共
に
八
百

円
、
当
日
千
円

主
催

大
村
子
供
劇
場

後

援

市

教
育
委
員
会

日
時

1

・J‘Er
-
-
C
J
-
r
--J

・、F-=
え
---pe
〈
-
f
-
J
、

伊

み

ん

な

で

愛

の

)

〈

献

血

を

め

~

私

た

ち

の

ま
わ
り
に
は
、
内

V

い
ま
病
気
や
交
通
事
故
な
ど
~

ん
に
よ
り
血
液
を
必
要
と
す
る
ん

v

人
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
山

7

乙
の
人
た
ち
の
た
め
に
、
ゾ

~

ま
た
い

つ
か
自
分
や
家
族
が

〈

V

輸
血
を
必
要
と
す
る
時
の
た

~

川

め
に
、
み
ん
な
で
献
血
に
よ

V

A

る
助
け
合
い
を
し
ま
し
ょ
う
九

V

献
血
受
付
日
毎
週
火
曜
日

~

A

場

所

国

立
長
崎
中
央
病
院
ム

、

午
前
十
時

t
十
二
時

川

ゾ

市

立

病

院

〉

，
 

~

午

後

一
時

t
一一一
時

ザヘ

ハ
献
血
運
動
推
進
の

U

V

標

語

入

選

作

「

ゾ

優

秀

作

)

，
 

J

O献
血
は
ま
ず
わ
た
し
か
ら

V

V

わ
が
家
か
ら

《

P

大
村
工
業
高
校
三
年

V

八

福

田

義

人

4

v

入

選

九

め

O
献

血

で

広

げ

よ

う

い

~
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
日

川

O
愛
の
花
咲
く
献
血
運
動
~

へ
O
献
血
は
あ
な
た
と
私
の
》

》

い

の

ち

網

戸

ぜ

O
献
血
に
み
ん
な
で

協

力

~

A

明
る
い
社
会

い

y
一

1
-t
、.2-
J
E
e-
-一'S
F
'e-J
、，=，
z
，、、
fe
.，f
二・2
・.
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(8) 

-
納
涼
市
民
盆
踊
り
大
会

おおむら

軍大
村
市
観
光
協
会
で
は
、
恒
例

の
納
涼
市
民
盆
踊
り
大
会
を
、
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
多

数
ど
参
加
下
さ
い
。

日
時
八
月
二
十
一
日
(
木
)

午
後
七
時

t
九
時

雨
天
の
時
は
八
月
二
十
五
日

場
所
市
民
会
館
駐
車
場

市政だより

園
東
京
混
声
合
唱
団

特
別
演
奏
会

l
前
売
券
発
売
中
|

プ
ロ
合
唱
団
の
リ
ー
ダ
ー
格
と

し
て
活
躍
し
、
全
国
各
地
で
演
奏

活
動
を
行
っ
て
い
る
東
京
混
声
合

唱
団
の
演
奏
会
が
市
民
会
館
で
行

わ
れ
ま
す
。

日
時
九
月
十
一
日
(木
)

午
後
六
時
三
十
分
開
演

場
所
市
民
会
館

入
場
料
一

般

千

円

小
・
中
・
高
生
四
百
円

(
全
席
自
由
席
)

演
奏
曲
目

。
合
唱
の
名
曲

ハ
レ
ル
ヤ
・
流
浪
の
民
・
か
ら

た
ち
の
花
・
荒
城
の

月

外

O
現
代
日
本
人
の
作
品
か
ら

明日
合
唱
の
た
め
の
コ
ン
ポ
ジ
シ
ヨ

ン
-

-
社
会
福
祉
事
業
費
へ
ム
大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

一

金

一

封

(

田

崎

芙

秋

会

長
)
は
防
犯

た

ム

外

浦

小

路
の
時
幸
灯
五
灯
を

• 

ま
一
郎
さ
ん
は
亡
長
男
清
和
国
へ

い

賀

之

さ

ん

の

忌

明

に

ム

大
村
高
校
家
庭
科
三
年
生
い

ざ
ム
竹
松
本
町
の
野
田

藤
本
由
美
子
さ
ん
外
六
人
は

H

ご

米

之

さ

ん

は

亡

父
開

花

束
二
束
、
歌
を

• 

:

さ

ん

の

忌

明

に

ム
池
田
九
区
の
吉
田
政
夫
さ

日
恥
北
高
来
郡
小
長
井
町
ん
は
ジ
ュ
ー
ス
匹
十
八
本
を

小

り
「
み
さ
か
え
園
」
へ
ご
ム
長
崎
ヤ
ク
ル
ト
販
売
K
K

あ

預

託

大

村

営

業
所
社
員
二
十
人
は
ん• • 

制

ム

木

場
郷
の
岳
尾
信
ヤ
ク
ル
ト
百
本
、
タ
オ
ル
五
山

ご
之
さ
ん
は
亡
母
カ
メ
十
本
、

清
涼
飲
料
水
六
ダ
l
川

一

さ

ん

の

忌

明

に

ス

を

連
合
防
犯
協
会
へ

V

O
各
国
の
民
謡
か
ら

仕
事
の
歌
・
五
木
の
子
守
歌
・

シ
ュ
リ
ト
リ
ン
ド
外

発
売
所
森
竹
電
気
商
会
・
ア
オ

パ
ラ
ジ
オ
商
会
・

原
田
楽
器
古

町
居
・
牧
島
楽
器
庖
・
長
崎
書

庖
・

商
工
会
議
所
・
市
役
所
市

民
相
談
室
・
市
民
会
館
・
中
央

中
地
区
公
民
館
・
音
楽
団
体

※
詳
し
く
は
市
社
会
教
育
課
へ

E
@
i四
一
一
一

ス

ポ

ー
、y

圃
市
民
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

教
室

八
月
二
十
一
日

t
九
月
七

日

毎
週
木
、

土
、
日
曜
日

午
後
六
時

t
七
時
三
十
分

場
所

市
民
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場

日
時

(市
民
プ
i
ル
横
)

対
象
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す

受
講
料

無
料

申
込
古
町
五
六
五

l
五

秋
元

電
器
商
会

E
@
l
四
二
一
七

当
日
、
射
場
で
も
受
付
け
ま
す

※
弓
具
は
協
会
で
準
備
し
ま
す。

そ

の

他

-
未
組
織
労
働
者
へ

生

活

資

金

住
宅
資
金
を
貸
付

利
用
資
格

イ

二
十
歳
以
上
で
県
内
に
居
住

し
県
内
の
同

一
事
業
所
に
三
年

以
上
勤
務
し
て
い
る
未
組
織
労

働
者
。
た
だ
し
、
勤
め
先
の
廃

業
倒
産
な
ど
に
よ
り
転
職
し
た

場
合
、
前
事
業
所
の
勤
務
期
聞

を
通
算
す
る
乙
と
が
で
き
る

口
県
内
に
三
年
以
上
生
活
の
本

拠
を
お
き
、
出
か
せ
ぎ
な
ど
に

よ
り
他
県
の
事
業
所

(
船
舶
を

含
む
)
に
勤
務
し
て
い
る
人

保
障
す
る
資
金
の
種
類
、
金
額
、

償
還
期
限

イ

住

宅

取
得
資
金
:
:
:
新
築
購

入
資
金
三
百
万
円
ま
で
、

木
造

十
八
年
、

耐
火
構
造
二
十
五
年

住
宅
改
良
資
金
-
:
:
増
改
築

ロ

修
繕
な
ど
の
資
金
百
万
円
ま
で

五
年

ハ

生

活
資
金
;
:
:
医
療
、
冠
婚

葬
祭
、
そ
の
他
緊
急
に
必
要
な

資
金
五
十
万
円
ま
で
。
三
年

申
込
窓
口

十
八
銀
行、

親
和
銀

行
、
労
働
金
庫
の
各
本

・
支
庖

詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
ま
た

は
県
労
政
福
祉
課
内
同
基
金
へ

圃
植
物
昆
虫
同
定
会

夏
休
み
に
採
集
し
標
本
作
り
を

し
た
植
物
、
昆
虫
の
属
種
不
明
な

も
の
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す

日
時
八
月
二
十
八
日
(
木
)

午
前
九
時

t
十
二
時

場

所

中

央
公
民
館

対
象

市
内
の
小

・
中
学
生

指
導
者

長
崎
県
生
物
学
会

同
昆
虫
同
好
会
会
員

※
当
目
標
本
を
持
っ
て
公
民
館
に

直
接
集
っ
て
下
さ
い。

問
合
せ

主
催
者
代
表

岩
田
和

夫
(
血
③
|
一
一
一
一
一
一
)

圃
納
税
に
つ
い
てお

願
い

今
月
は
、
市
県
民
税
の
第
二
期

の
納
税
月
で
す
。

納
期
限
は
、
九
月
一
日
で
す
が

窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の
で
早
自
に

納
め
て
下
さ
い。

一
夏
休
み
を
安
全
に
一

一

楽

し

く

一

昆
虫
採
集
、
魚
釣
り、

水

一

一
遊
び
と
、
子
供
の
夢
を
大
き
一

一
く
ふ
く
ら
ま
せ
る
楽
し
い
夏

一

一
休
み
。

一

…

乙
の
夏
休
み
に
多
い
感
電

…

…
事
故
か
ら
子
供
を
守
る
た
め

一

}
「
危
い
と
乙
ろ
で
遊
ば
な
い

一

一
で
」
と
ひ
と
号
一
一
:
:

一

一

O
セ
ミ
と
り
な
ど
で
電
柱
に
-

登
る
の
は
や
め
ま
し
ょ

う
↑

O
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
な
ど
を

…

扱
う
時
は
電
線
に
注
意
し
一

一

ま
し
ょ
う

一

-
O電
線
の
近
く
で
飛
行
機
遊

一

一

び
は
や
め
ま
し
ょ
う

-

…

0
切
れ
た
電
線
に
は
さ
わ
ら
…

…

な

い
で
、
す
ぐ
最
寄
り
の
…

一

九
州
電
力
営
業
所
へ
ど
連

一

-

絡
下
さ
い

。

一
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